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モニタリングデータの処理指針 

１．データ処理の手順と流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

各拠点へのデータ提供依頼文書(毎年度当初) 

各拠点のデータ（B 領域紫外線量、A 領域紫外線量、全天日射量 等） 
を事務局に自動転送または電子メール等により送付 

事務局におけるデータ処理（整形） ①データフォーマットを揃える 
（欠測データの確認と確定） 【0 次データ】

UV ネットワークオリジナルデータとして保管 

各拠点へのフィードバック（必要に応じてモニタリング状況等の再確認） 

速報値：グラフ形式での公開 【1 次データ】 

事務局におけるデータ処理（確定） ⑤追加修正 
                               ⑥計測器の校正結果を基に補正 
                                ⑦共通規格データファイル作成 
                 （時別値、日別値、月別値） 

各拠点に 終確認   【2 次データ】 

※0 次データ作成より 1 年後を目標とする 

異常データの原因究明や新たな補正方法、 

トレンドの監視方法などを検討する。 

事務局におけるデータ検証作業    ②欠測処理 
                               ③異常値チェック…各拠点に確認して処理 
                               ④時別値、日別値、月別値の作成 

共有及び公開 
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２．データ情報と処理の詳細 
2.1 モニタリングデータの必須項目 
 
 
 
 
 
 
2.2 データ検証を円滑かつ正確に行うために必要な付属情報 
 
 
 
 
 
2.3 推奨データ形式（CSV 形式、以下は一例であり詳細は自由） 

 
 
 
 
 
 
2.4 データから見た処理の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ 観測した年、月、日、時、分の明示（秒があってもよい） 

◎ UV-B量 [W/㎡] 、UV-A量 [W/㎡]、全天日射（S-RAD）量 [kW/㎡] 

 有効数字は各局に任せるが、 小出力値の目安は、それぞれ 

UV‐B ：0.01 [W/㎡] 、UV‐A ：0.1 [W/㎡] 、S‐RAD：1 [W/㎡] 以下とする 

（データが積算値 [J/㎡] の場合でも、何分間の積算か明記してあれば問題ない） 

◎ 計測器の製造番号（シリアル番号） 

◎ 校正等による補正情報（補正の必要がある場合） 

◎ 欠測情報（落雷や停電、システムの調整等による欠測期間） 

◎ 測定情報（積雪のある場合、ドームの汚れ他、何でも） 

YYYY/MM/DD  hh：mm , UV-B 量[W/㎡] , UV-A 量 [W/㎡] , S-RAD 量[kW/㎡] 
2004 / 08 / 12    14：19 ,   0.8290,       36.223,       0.7549 

2004 / 08 / 12    14：20 ,   0.8241,       36.210,       0.7588 

2004 / 08 / 12    14：24 ,   0.7473,       33.257,       0.7019 
・・・ 

夜間データの確認 ： 異常動作、停電等のチェックはするが、零点の補正はしない。

0 次データ 

欠測処理 ： 「999」などの欠測数値や欠測期間の指示などにしたがい処理

特異データ確認 ： 特異データの分類表にしたがい処理する。 

1 次データ 

2 次データ 

機器の校正 ： 校正結果から「時」単位の一次回帰補正を行う。 

数値の確認 ： 平均値やUV-B量、UV-A量、S-RAD量の時刻相関、 

              またUV-B量とS-RAD量の比などから総合的なチェックを行う。

（瞬時値のCSV形式、データ処理の起点となるファイル） 

（速報値として公開できるファイル。測定間隔は0 次データと同じ） 

（確定値ファイル。測定間隔は0 次データと同じ）

1 次データ、2 次データは測定間隔が拠点毎に違う。そこで「時間」に関する規格を 

統一し、データの互換性を高めるための3種類の「共通規格データ」を用意している。 
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2.5 共通規格データの詳細 
 時別値［前 1 時間平均値（ 1～24 時間）］ 
    形式：｛年、月、日、時、UV-B 量[kJ/㎡]、UV-A 量[kJ/㎡]、S-RAD 量[MJ/㎡] ｝ 

60 分間の中に 10 分間より多い欠測があればその 1 時間平均値（時別値）は欠測扱い。 
 
日別値［日積算値：「日の出前１時間」から「日の入り後１時間」の間の積算値］ 

     形式：｛年、月、日、UV-B 量[kJ/㎡]、UV-A 量[kJ/㎡]、S-RAD 量[MJ/㎡] ｝ 
     積算するデータの中に欠測データがあれば、原則的にその日の日別値は欠測扱い。 
 
月別値［日別値の月別平均値］ 

形式：｛年、月、UV-B 量[kJ/㎡]、UV-A 量[kJ/㎡]、S-RAD 量[MJ/㎡]、各データ数、 
各標準誤差｝ 

月毎に日別値の平均値を計算、１日でも日別値があれば平均処理する。 
 

注１） 

日の出、日の入り時刻の算出について：日の出、日の入り時刻の計算は各拠点の緯度・経度、 

                                     均時差、太陽視赤緯から計算されるが、均時差、 
太陽視赤緯の年次変化は考慮しない。 また、大気差、 
太陽視半径等を考慮し、眼高差 0m で-50.2533 分の位置 
を日の出・日の入りの瞬間としている。測定場所の 
標高が分っている場合はその値を使い、不明の場合は 
標高 0ｍとする。 

 注２） 
 ２４時間モニタリングをしない場合の時間の処理：原則的に各拠点の定めた測定時間帯をデータ 

処理の対象とするまた、測定時間帯が不定期に 
変わる場合などは必ず報告を受ける。 

 
３．欠測・特異データに関する統計指針 
（参考までに、6 節に気象庁の『地上気象観測統計指針』を載せてある） 

3.1 欠測データの定義と処理 
  欠測報告を基に、「999」や「-999」、「－」などの識別文字、空白データを対象とする。 

欠測の種類を文字で区別している場合（オーバーフローやオープンなど…）は必ず報告する。 
  日中の「零値」は欠測ではなく測定異常に分類される場合があるので注意が必要。 
3.2 特異データ 

特異データは事務局で検討し、その特性に応じて処理する。 
特異データを判別するためのリストは 5 節参照。 

3.3 欠測データがある場合の平均処理と積算処理 
１時間平均値：60 分の 1／6 以下の欠測は欠測としないで平均する。 

     欠測値は残りの値の平均値で補正する。 
（１時間積算値も同じ規則にしたがう。） 

    １日積算値 ：対応データの１時間値に１つでも欠測があれば欠測扱いとする。 
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3.4「月平均処理」は処理データ数を報告 
    原則的にすべての日データが欠測でない限り算出する。処理データ数で判断してもらう。 
 
4．計測器感度校正に伴う補正処理指針 
計測器感度の劣化は、原則として時間単位で一次回帰補正をおこなう。 
また代替器の感度常数の変化は通常無視する。 
 

５．異常、特異データを判別するための分類リストと時系列グラフでみた実例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※以下で挙げる例では、UV-B の時系列グラフのみでなく、UV-A や S-RAD のグラフも扱う。 

提供された測定間隔より短い時間の欠測処理については各拠点の判断に任せる。 

例えば１０分値でデータを提供している場合、その１０分値の中の何割が欠測 

データであるかは不問とする。 

 
症状

ベースレベル異常（BL） 
夜間・明け方、日射量が少ない 

時に値が零から大きくぶれる。 

アース不良や近くの電子機器から

の影響。 

零値測定異常   （MZ） 日中、日があるにもかかわらず 

値が零になる。 

データロガーの設定によっては 

オーバーフローや結線開放時に

発生することがある。 

突出異常       （OS） 
通常の値の数倍から数十倍 

の値が突発的に出る。 

機器の結線不良、また機器の調整 

作業中に発生することがある。 

異常ノイズ      （NS） 
正常な機器のノイズを越えた 

数値が出る。 

異常データ処理  （DP） 
データ処理の過程で異常 

となる場合。 

データロガーやパソコンが主な 

発生場所、人為的処理の過程で

起こる場合もある。 

相関異常       （CO） 

UV-B量、 UV-A量、全天日射量

の時系列データの位相がずれて

いる。また、値や比が平年値から

かけ 離れている。 

予想される主な原因 

測定器、データロガー等の全般的 

不良、時計のズレ等も含む。 

機器の結線不良、また機器の調整 

作業中に発生することがある。 
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ベースレベル異常（BL） 

   

注）まれに計測器自体の零点がずれたために起こることがある。その場合は、計測器の取り扱い  

説明書に従い零点修正を行うとよい。結線不良の場合、計測器コネクター部分が腐食して  

いる可能性があるので早急に確認が必要である。計測器コネクター部分は耐水性が低いため、

自己融着テープなどを巻き防水補強することが望ましい。 
 
 
 
 
零値測定異常（MZ） 

   

注）このようなデータが出た場合は、データロガーの設定を確認し、レンジオーバーフローや 
信号線の異常が発生していないか調べる。このような場合、どのデータポイントを異常値 
とするかの判断が難しい。原因が分らないときは「欠測日」となる可能性があるので注意が

必要である。物理的原因が分れば、問題箇所のデータのみを欠測扱いにすることができる。 
 
 
 
 
 

アースが取れていない例 結線不良の典型的な例 

Time (hour) Time (hour)

Time (hour) Time (hour) 
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突出異常（OS） 

 
注）計測器のコネクター部や信号線の老朽化が原因の場合は、このよう異常値が多発する。  

一時的なものであれば計測器メンテナンスや周辺工事の作業履歴を確認し、対応データのみ 
を欠測値として扱うことも可能である。 

 
 
 
 
 
  異常ノイズ（NS） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注）夜間にノイズ（特に周期的なもの）が確認された場合、日中のデータにもノイズが混入  

している可能性が高く、データの修復は困難である。コネクター部や信号線に異常がないか

システム全体にわたりチェックする必要がある。同時に、計測器やデータロガー周辺で   

動いている他の機器があれば干渉している可能性もある。データロガー内部の故障が原因の

可能性もあるので、可能であればデータロガーの交換も試してみると良い。 
 
 
 

 

典型的な周期ノイズ 

Time (hour) Time (hour) 

Time (hour) Time (hour) 
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異常データ処理（DP） 
 

                         
 
 
 
 
 
 
 
注）これらの例のような明らかな異常以外にも、データロガーやパソコンの時計が狂っている  

場合がある。データだけからタイムスタンプのずれを判断することは大変難しいので、  
メンテナンス作業時にデータロガーの時刻調整も忘れないで欲しい。ネットワーク化されて

いるパソコンの場合であれば、定期的に（例えば週に一度）時刻調整を行うことを推奨する。 
 
 
 
 
 
相関異常（CO） 
相関異常は、UV-B、UV-A、S-RAD の相互関係から識別される異常全般を指す。個別データの 
チェックに比べ飛躍的に多くの情報を読み取ることが可能になる。 

 
左図の例では、UV-B 量、 

UV-A 量に比べ S-RAD 量の推移

が明らかにおかしい。同一の 

データロガーを使用している 

場合には考えられないことから、 
系統の異なるシステムにより 
データサンプリングが行われた

可能性がある。 
更に、各システムの時計が  

ずれているか、別の日のデータ

が混入した可能性もある。 
 
 
 

「分」のデータが欠落 タイムスタンプがシフト 

Time (hour) Time (hour) 

Irradiance [W／㎡] 

UV-B UV-A/100 S-RAD
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注）相関異常を正しくチェックするためには、同時刻測定と適切なタイムスタンピングが不可欠 

である。全天日射計と UV 計を別々のデータロガーで測定している場合には、データロガー 

の「マスター・スレーブ」機能を使うなどして、同時刻測定を行うことが望ましい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左図の例では、17 時過ぎ

の各データの相関に異常が

ある。事実、この時刻に  
計 測 器 の 調 整 作 業 が

行われたことが分かってい

る。 
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６．気象庁「地上気象観測統計指針」 

(全天日射量に関する項目を抜粋) 
 原簿の記入   
[地上の高さ] 
・単位：m、 小単位：0.1 
・全天日射計感部受光面までの高さ 
[日表(時別値欄)] 
・単位：MJ/m２、 小単位：0.01 
・毎時の前１時間の全天日射量 
・１時間量を0.01とするに足りない場合は、0.00とする。 
・日の出前30分からと日没後30分までに該当する欄以外は空欄とする。 
[日表(日別値欄)] 
・単位：MJ/m２、 小単位：0.01 
・毎時の全天日射量欄の合計値 
日の統計方法   
[合 計] 
１．定時の観測値を合計して求める。 
２．定時の観測値に欠測があっても、別に合計値が得られる場合は、その値を日合計値とする。 
３．定時の観測値のうち、１つでも欠測ある場合は、合計値を求めない。 
[平 均] 
１．毎時の観測値から平均を求める。 
２．毎時の観測値のうち、欠測が２回以下の場合は、残りの観測値から平均を求める。 
３．上記以外の場合は、平均を求めない。 
半旬、旬、月の統計方法   
[平 均] 
１．半旬、旬、月の日合計値を平均して求める。 
２．日合計値に欠測があり、欠測の日を除いた日数が、半旬について４日以上、旬について７日以上、 

月について20日以上ある場合は、欠測の日を除いて平均を求める。 
３．上記日数未満の場合は、平均を求めない。 
年の統計方法   
[合計、平均、日数] 
１．月合計値・月平均値を合計・平均して求める。 
２．日合計、日平均に欠測があるが、月合計、月平均、月間日数を求められる場合は、欠測のない月と 

同様に扱って求める。 
３．欠測の月が１ヶ月でもある場合は求めない。 
 (注：｢１.｣は通常算出、｢２.｣は括弧付きでの算出、｢３.｣は欠測扱いとする。) 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


